








であり、異同のある箇所についても、ケアレスミスと思われる箇所はあるものの 読者にとってより読みやすいという方向への改変と認められる箇所も少なくない。江戸版 た してのある種先入観 もいうべき「杜撰」さは、少なくとも取り上げ 二点の御伽草子作品の中には、かな ずしも認められ かった。　
本稿では、当時の出版目録の分類で「和書」 「仮名」 、あるいは「法
語」などと呼ばれた雑多な作品群を対象 し、前稿と同様の方法によって江戸版本文の性格を考察してみたい。これらは、多くが儒教・仏教に基づいた平易な教訓書で占められ 今日の文学史研究で「仮名草子」とか「仮名法語」と称されるものにあたる 作品によって異 る
が、これらには写本による流布の時代をもたない物が多い。その意味で、上方版の版種さえ少なければ、江戸版との比較はかなりしやすく、取り上げるべき作品を絞り込みやすいという利点がある。　
また、 「仮名」と称されるものの、漢文体ではない、というだけで、
本文にはかなり多くの漢字、漢語が使われて る。上方版におけるそれらの漢字表記が江戸版ではどのように処理されていたか、 いう点で、前稿であつかった御伽草子の場合との相違を考え みる必要 あるであろう。　
検討の結果、本稿では、 『夢遊集』と『法灯国師法語』という二作
























と入木で改めたものである（国立国会図書館、京都大学文学研究科図書館、九州大学附属図書館、慶応義塾図書館〈旧阿波国文庫蔵〉 、駒澤大学図書館、西尾市岩瀬文庫など） 。筑波大学附属図書館蔵本は、木戸嘉兵衛版の「柳馬場通錦上ル町／木戸嘉兵衛板」を削り、そこに二重の匡郭の中に「四条坊門 東洞院東エ入町／水田甚左衛門開板」と刻んで入木したものである。以上は、慶安三年以降ほどないころに出版された上方版であるが、 同じ上方版でも、 天保ころに、 外題を「夢遊集
　
鴨長明上」 （上巻）と記す後印本も出版されている（国立国会














摘されてきた漢字・仮名の置き換えや多用、という点から確認してみたい。　『夢遊集』の上方版は、前稿であつかった御伽草子と比べて格段に漢字の使用率が高く、それを江戸版がいかに仮名に置き換えているのかが注目されよう。一つの目安として、 「煩悩」 「菩提」 「無常」 「修行」













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































郭の線に切れ目が見え、入木の可能性が高い。某本屋の出版（伝本不明）した板木を使い、末尾に したのであろう。版元名を、さらに「菊屋七郎兵衛」と入木した求版後刷本（駒澤大学図書館永久文庫）もある。正保四年版（東京都立中央図書館加賀文庫、酒田市立図書館光丘文庫、花園大学図書館今津文庫、母利など）は、一見、正保二年版と同じ板木を使い、刊記だけを「正保四丁亥年正月吉日」に改めたように見えるが、子細に見ると 被せ彫りによって 改めたものであることがわか 。振り仮名に若干省略が認められる。慶安元年版また、正保二年版 正保四年版をもとに被せ彫りにしたもので、刊記を「慶安元歳霜月吉旦
　
小川源兵衛」とする（金沢大学附属図書館暁






























半丁十行の片仮名交じりの本文であるのにたいし、江戸版は、半丁十三行平仮名交じりの本文という点で、 目で見た時の印象が全く異なる。ただし柏崎順子氏 御調査によれば 明暦以前 「松会市郎兵衛」の名を刻む出版物は、多くが、 「京版 覆刻または求版」であるという
（3）。
その意味では江戸版として取り扱うのに慎重である必要があるが、同時期の「松会市郎兵衛」版で、かつ似通った版下の書式をもつ『一休和尚法語』 （ 「明暦二年丙申三月日」刊。駒澤大学図 館蔵〈Ｈ１８０／１１３〉 。図５は架蔵の後印本）は、 「京版の求板でも覆刻版でもない」とされる
（4）。本書『法灯国師法語』についても、今後、版下を同
じくする京都版が判明すれば話 変わってこよう 現段階では 松会の独自に作った 下様式であると想定した上 考察を進めていきたい。　『夢遊集』と同じく、まず、漢字・仮名の置き換えや多用、という点を確認する。　『法灯国師法語』の上方版は 漢字片仮名交じり 本文である。対して江戸版はそれを漢字平仮名交じりとしている。その上で、漢字・仮名の置き換えになんらか 傾向が見られるかどうかを見てみた。とえば、 『夢遊集』で取り上げたような仮名法語特有の仏教語「菩提」














































のみで、 「衆生」 「菩薩」 「修行」 「妄念」は漢字のまま。 「無常」のみ、漢字と平仮名にやや分かれる。 「菩提」と「地獄」については、 『夢遊集』においても漢字から平仮名への置き換えが認められたので、傾向が一致しているが、 「菩薩」が漢字のままであるのは、 『夢遊集』の場合と異なる。この違いには合理的な説明が思い浮かばない。　
また文中で目につくのは、上方版の「如し・如く」 「なり」 「云へど
も」が、それぞれ江戸版で「ごとし・ごとく」 「也」 「いへ共」に置き換えられていることである。これらは仮名法語だけに頻出する特有言葉ではなく、どのようなジャンルの文章 も普通に出てくる言葉であるが、 「如 仮名に置き換えられ 一方、なぜ「 り」 逆に漢字になり、 「云へども」がわざわざ「いへ共」になるのか ついても、説明はつかない。　
江戸版において、難解な文字ほど仮名に置き換えられやすいという


































































































①は、 「ハカリナキ（計りなき） 」が「かはりなき（変はりなき） 」
という言葉に変わってしまい、意味が違ってしまった所であるが、もとも は、版下を担当した筆工が、 「は」と「か」の順を読み違え、単純に写し間違っただけの原因によるものである。　
このような一文字程度の小さな読み違えは、 他にも、 「諸仏→仏仏 （上




」 （第四） 、 「仏心ヲ会















































研究（１）―」 （ 『和漢語文研究』十三号・平成二十七年刊） 。
（２）
 『夢遊集』については、 『京都大学蔵潁原文庫選集』第一巻「好色本・遊女評判記・仮名草子・浄瑠璃」 （平成二十八年
 十二月
発刊予定 臨川書店）に筆者が木戸嘉兵衛版を翻刻し、 「解題」を執筆している。
（３） 「江戸版考」 （ 『一橋論叢』第百三十四号・平成十七年刊） 。（４） 「江戸版考其二 人文・自然研究』第一 九【付記】　
本稿は、平成二十八年度日本学術振興会科学研究費補助金課題研究
図 8 図 6図 7
京都府立大学学術報告「人文」第六十八号
三六
「近世前期出版における江戸版本文の特性研究」 （基盤研究
C
・
15K
02253 ）による研究成果の一部である。図版のうち所蔵者を記し
ていないものは母利蔵本である。写真掲載を許可された諸機関にあつくお礼申しあげる。
（二〇一六年六月二十三日受理）

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文学部日本・中国文学科教授）
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